
時間 項目 登壇者

15:00 開会挨拶 ■開催のご挨拶 副院長

＜5分＞ 　　峰松　一夫

15:05 セミナー ■先天性心疾患の診療と課題 小児循環器・

＜20分＞ （主な内容） 　周産期部門長

　　白石　公

15:25 セミナー ■小児心臓外科最近の進歩 小児心臓外科部長

＜20分＞ （主な内容） 　　市川　肇

・Ebsteinに対するcone手術

・小児に対する補助循環、補助人工心臓

・詳細な小児心臓手術野動画を記録するための機器の開発

15:45 セミナー ■循環器病患者の分娩と胎児診断 周産期・婦人科部長

＜20分＞ （主な内容） 　　吉松　淳

・国内最多の心疾患合併妊娠管理

・胎児期の診断と治療

・当院で2例目のフォンタン手術後の分娩

・風疹2次相談窓口としての活動

16:05 質疑応答 ■質疑応答及び意見交換

＜45分＞

16:50 閉会

※セミナーの内容につきましては、若干変更になる可能性がありますのでご了承ください。

・当院で出生し治療された女性が妊娠し、当院で分娩したケース

・健康な赤ちゃんに突然襲いかかる重症心不全-乳児特発性僧帽
弁腱索断裂（全国調査結果）

・大人になったこどもの心臓病をだれがどのように診てゆくの
か？-成人先天性心疾患患者さんの抱える問題点

第６回「国循プレスセミナー」プログラム

内容

【日時】2013年8月19日（月）15:00～16:50

【場所】大阪科学技術センター701号室

・こどもの心臓病を正確に診断し手術に役立てる-心臓レプリカ

・小児の心臓移植について-ドナー、レシピエントがそれぞれ抱
える問題点


